


TR-2300は、アマチュア無線局用 2m(144MHz帯）ハンディトランシーパーです。

電波型式はF3でPLLシンセサイザ一方式による50チャンネル、および固定 2チャ

ンネルが使用可能で小型、軽量に設計されています。送信出力は 1Wです。

“お願い”

梱包材（ダンボール箱について）

本機を移動して運用するときやアフタ サービスのご依頼時に、本機を梱包して

いるダンボール箱（内外装）を使用しますと、大切な機器を保議するのに便利です。

ダンボ ル箱はぜひ保管されておくことをお奨めします。

目 次

1 . ご使用の前に・ ................ ・・ー・・ー・・・・・・・・・・・・・・3

2. 各部の名称と動作説明…・・ー…－－－一一・ ........... 4 

3. ご使用にあたってー・一 一・・・ …一一－一ー一…・…6

・ハンディで使用する場合…・・・一一一一・…ーーーーー －ー..7 

・固定で使用する場合・・・・・ ・・・・ ・ーー…............9 

・モービルで使用する場合・・田…・…ー …・ー…ー 一一9

4.操作方法 ・・・・ 一ー ー・ー一 …・・・・…・・…・・・・…..9 

5. 周波数の増設と調整方法・・・ー・.....－… ・・・・ ・・・・・11 

6. アクセサリー ・・・ ・・ー・ー ・ーー・ ....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

7. 申請書の書き方－－－－一一 －一一・・……・・・ ・ ・ ・ 12 

8. その他一一…・・・・ー… ーー一一・・ーー一一…・…・ー…・・・・ー13

・フAロックタイベ’クラム ・・・ー・・・ ... . ......... 14 

・回路図 ・ーー ・・・・・ ・・ ・・ー ・ー・ー・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

・定格・ー －ー－－－－－ －－－－－ －－ …－－－－－－ ...... . .. 16 

2 

付属品

TR-2300には、下記のものが付属されておりますので、

お確めください。

ロタイナミ y ク7 イクロホン（ 4 pプラグ付）…......1個

口Mλ ホイッフロアンテナ（セソトに取付済）一一ー..・ ・ .. 11同

ロタミー電池ーーー一…一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－一…・ー1個

口外部スピーカ用プラグ・・ ・ ....................... 1本

口肩掛けベルトーー・・・・・・……・・・ー・－….......……一一 1本

口リード付ノマワープラグ（外部電源用接続コード）... 1本

口電池ケース A(6本用）ー・…・ー……－－－－－一…・・ーーーー 1個

口電池ケース B(4本用）－ －－－ 一－－一一ーー・… 1個

ロフソク金具・一一・・…ー…・一一一・・…・ー・…ー一一…… ... 1個

ロノ〈インドネジ（3¢) ・・ 一－－ － －－－－－－－－一・…・・・ 2本

口取扱説明書・ー・…－－－－－－－…ー…－－－一一…・・・・ー・ー・・・ － 1部

口保証書ー・ .......... ーー一一 －一一一 ・・・…ーー・ー・ 1部



1.1・・ .. .. ・・・・.・・・・・・・・・・.・・・<・・・・・.・・t/ .. 使用の前に｜

ホイップアンテナは必ず完全にのばした状態でお

使いください。（ハンディで使用する場合）

ノ、ムバンドの近くには多くの業務用無線局の周波

数が運用されていますので、移動の際は＋介注意

してく Tこさ L、。

}) 

低温地域でご使用の場合は、電池の性能が低下し

ますので、ソフトケース等で保温するか、または

ニッケルカドミウム電池（Ni-Cd電池）を使用して

くt：：.・ さし、。

内部のコアやトリマーは、必要以外のものを除い

て調整済みですから、手を触れないでください。

ご使用の前に、つぎの注意事項を確認のうえ、ご使用くださし、。

ホイップアンテナを使用しないときは、縮めて本

体に押しこんでおいてください。

乾電池の⑤＠の向きを確認して正しく入れてくだ

さL、。また充電するように作られていない乾電池

は絶対に充電しないこと。

固定局で運用するときは、温度の高い所や直射日

光の当たる所は避けてください。

万一トラブJレが生じた場合は、購入店またはサ

ビスステーションにどうぞ。
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①メータ一

入力信号の強さ（S）、送信出力（RF）お

よび電源電圧チェックのメーターです。

S.RFメータ一指示は、送信、受信で自

動的に切換えられ、電源電圧のチェッ

クの時は④のsouツマミをBATTの位
置に切換えます。

②ホイップ・アンテナ

ハンデイでご使用になるときは、全部

のばしてご｛車用ください。
アンテナの根本を左に回すと、本体力、｝

ら取町はずす二とができます。 ！ 
タト部アンテナをごイ吏用になるときは、

ホイップ・アンテナは、つけたままで

（アンテナを縮めて本体に押し込んだ

状態で）ご使用ください。

③POWER/VOLツマミ

電源のON-OFFスイッチと受信の音量

調節ツマミが兼用となっています。

左に回しきると電源が切れます。

④SQUELCHツマミ

ハッテリ ・チェックスイッチとスケ

ルチ調整ツマミが兼用になっています。

左に回しきると（BATTの位置）、電源

電圧のチェックができます。

スケルチ調整は、時計方向に回してセ

ンタ一位置手前でスケルチがONとな

ります。

⑤＋20kHz表示ランプ

I 十20kHzスイッチをON（工工）にした時
に点灯する発行タイオードです。

⑫のランプ七万換スイッチがOFFの場合

は点灯しません。

⑥ON Al R表示ランプ

送信表示用発光ダイオ ドです。送信

状態になると点灯します。

周波数の切替ツマミです。左右いずれ

の方向にも回転し全部で25ステップと

なっています。

ツマミの目盛（日日－96）には、 145.00 

MHzからはじまる40kHzステップの25

I C帆｜日川Zおよび｜川z台の周波数
で表示されます。

十20kHzスイッチを押した場合（且）に

は目盛の周波数よ円も ZOkHz高い周波

数が得られますので、この組み合わせ

により合計して50chを選択て’きます。

（表｜参照）

またこのツマミには、、00＂の位置に大

きく、くぼみをつけてあ円ます。操作

lこ↑量れますと、このクポミにより、ど

の辺のポジションにある力、大まかな見

当がつきます。

⑨十20kHzスイッチ

このスイッチを押しますと（nの位置）、

メインツマミの目盛（00-96）の周波

数より201くHz高い周波数とな円ます。

（表｜参照）

( +20 kHzスイッチの使い方は 4I買を

参照して下さい。）

呼出周波数（ 145.00MHz）切替スイッ ｜ 
チです。このスイッチを押す（ロの位｜

置）と、メインツマミ、＋ZOKHzスイ ！ 
ツチ、(iJ)R-145-Aツマミがどの位置にあ I 

っても呼出周波数になります。さらに、

もう一度押すと（且の位置）元の各ツ

マムスイ yチの位置に応じた周波数

に戻円ます。

(CALLスイッチの使い方は 4項を参

⑩MIC端子

7イクコネクターです。

付属のマイクをお使いください。 7 イ

クのスイッチを押すと送信になります。

⑪R-145-Aツマミ

メインツマミおよび十20kHzスイッチ

の位置に応じた 145MHz帯の周波数と、

RおよびAの固定チャンネル（プライ

へートチャンネJレ）の切替ツマミです。

（詳しい説明は4I買を参照してくださ

い。）



⑫ランプ切替スイッチ

メインツ7 ミの周波数表示及び十20kHz表示用のランプ切替スイッチです。

スイッチがOFF（左のとき）では両方のランプ共点灯しません。十20kHz（セ

ンターのとき）では十20kHz表示用のランプが、さらにDIAL（右のとき）で

はメインツマミの周波数表示用ランプも点灯します。

（詳しい説明は 4I頁を参照してく Tごさい。）

⑫イヤホンおよび外部スピーカ端子

イヤホンま fこは外部スピーカ接続端子

です。付属のプラクをこ使用ください

ステッフ 周波数表示

。。
2 04 

3 08 

4 12 

5 16 

6 20 

7 24 

8 28 

9 32 

！日 36 

II 40 

12 44 

13 48 

14 52 

⑩ハンド金具

付属品の肩掛ベルトを取町付けるとき

に使用します。（ 3 I頁参照）

表 1 屑波数一覧表

周波数（MHz〕
十 20kHzスイ yチ +20kH zスイ yチ ステップ
OFF ON 

145.00 145. 02 15 

145. 04 145.06 16 

145. 08 145. 10 17 

145. 12 145.14 18 

145.16 145. 18 19 

145. 20 145.22 20 

145. 24 145.26 21 

145.28 145.30 22 

145.32 145.34 23 

145.36 145.38 24 

145. 40 145.42 25 

145.44 145. 46 
国ぷ｛己 ン

145.48 145.50 チ ネ

145. 52 145. 54 
ャ Jレ

周波数表示

56 

60 

64 

68 

72 

76 

80 

84 

88 

92 

96 

R 

A 

⑬外部電源、充電端子

外部電源（DC13V）をご使用になる時

の端子です。接続は付属のリード付パ

ワー・プラグ（電源コート）をこい使用

ください（接続は図 7を参照）。またこ

の端子は、ニッカド蓄電池を充電する

ときの端子としてもイ車用します。

( I 0頁参照）

⑭外部アンテナ端子

外部アンテナをご使用になる時の端子

です。インピーダンスは50Qです。

接続はM型コネクターを使用します。

⑬電池目見着ネジ

電池を取り出すとき、コイン等でまわ

します。

周波数（MHz)
十 20kHzスイyチ 十 20kHzスイッチ
OFF ON 

145. 56 145.58 

145. 60 145.62 

145. 64 145.66 

145. 68 145. 70 

145. 72 145. 74 

145. 76 145. 78 

145.80 145.82 

145. 84 145.86 

145. 88 145. 90 

145. 92 145. 94 

145.96 145.98 

メモとしてと利用（ ＂＇＇昼、。
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.i3 ...ご使用にあたっ：て｜
TR-2300のご使用にあたっては、それぞれの用途（ハンデアィ、固定、車載）に応じで間違いのないようにしてください。

電池の入れ方

こ使用になる前にセットに電池をお入れくださ＇＇ o

① ケース底の電池着脱ネジをコイン等でまわし、電

池ケースのふたをあけます（図 1参照）。

② UM  3型マンカン電池またはアルカリ電池（ 1. 5 

V）等を使用する場合は、電池9本と付属のダミ

電池1本を、電池ケースへ挿入してくだきい。

タミー電池の挿入箇所は、どこでも結構です。

（注） UM-3型アルカリまたはマンガン電池および

ニッカド電池を使用する場合は逆接続に十分注

意してください。

③ ニッカド電池（1.2V）を使用する場合は、電池

10本をケ スに挿入します。

なお、本機アクセサリ のニッカド電池パ y ク

ホPB-15＂を使用する場合は、この付属ケ スは使

用しません。そのままこ使用ください。

収納方法は電池ケースぶた裏面にある電池収納方

法図に従って、正しく挿入してください。

④電池をケースに納めましたら、本体へ図2のよう

に挿入し、ふたを閉め再びネジをコイン等でまわし

て完了です

図 1 電池ケースのふたのあけかた

電池ケース
（注）電池ケースは Aの方を先に入れる。

図 2 電池ケース

電圧のチェック

電池を入れましたら、電圧チェックは次のようにし

て行ないます（図 3参照）。

① SQUELCHツ7 ミを反時計方向に回し切っていBA 

TT＂のイ立置にします。

~電源スイ y チ（ POWER/VOL）を、時計方向へ廻

しONにします。

③メータ か図4(a）の場合は、電池が消耗してい

ますので、交換するかまたはニッカド電池の場合

は充電を行なってください（充電方法は 7ページを

参照してくださし、）。

（注） 外部電源を使用している場合のメーターの指

示は、外部電源の電圧レベルを示します。

，...唱h ，画、

母動
図3

(a) 
0・1
，向車毛 正常）

 

仏

U（
 

図 4 電圧のチェック
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．マンガン電池とニッカド電池の比較

ニッカド電池（NiCd電池）は、電圧が1本あたリ I.OV

に下ったとき電池の容量は1/10以下となっていますので、

この場合充電を行なってください。完全に充電された電

池を使用しますと、 1分送信、 3分受信（スケルチON) 

で約 3時間使用することができます。 7 ンカ”ン電池です

と約1時間位の使用時間となりますので、セットの性能

維持と電池寿命を考慮した場合、ニッカド電池（PB15) 

を使用することをおすすめします。

．充電について

①充電は、電圧のチェック（ 6ページを参照）をして、

電圧が9V （メーターの赤と黒の間）になる以前に行

なってください。

②充電を行なう場合は、必ず（POWER/VOL）ツマミ

を反時計方向に回しOFFの位置にしてください。

③本機には、ニッカド電池を充電するための端子が

設けられております。本機専用（アクセサリー）の充

電器BC・1を使用して図 5のように充電してください。

また、電池の容量100%充電するのに必要な時間は、約

15時間要します。

（注 1）完全に充電された電池を、さらに続けて充電す

ることは避けてください。

なお、充電は O℃ー45℃の温度内で行なってくださ

し、。

．ハンデ‘ィで使用する場合

① 電池を入れます。（、、電池の入れ方か参照）

②付属の肩掛けベルトを図 6に従って取付けます。

③ 7 ・；，ク金具を図 6のように取付けます。

④ 付属7 イクのコネクタを7 イク端子に取付けます。

7 イクはフ y ク金具へ取付けることができます。

（注） アンテナを伸ばしたままで移動する場合はアン

テナを破損しないように注意してください。

別売ソフトケース‘SC-2q

が一段と高まります。ケー

スに入れたままで容易に電

池交換ができ、アンテナ、メ

モ等を収納するポケットも

ついています。また腰ベル

トにも装着できますので移~

動の際に便利です。

7 ンガン電池

アルカリ乾電池

ニッカド電池

表 2 電池の種類

一般に使用されている公称電圧1.5Vの乾電
池です。（充電不可能）

電解；夜に力性カリ等を使用し性能的に7 ン
ガン電池より優れた電池です。またマンガ
ン電池と互換性があ円ます。 （充電しない

でください。）

充電が可能な電池で、ヱンケJレカドミウム

（ニンカド NiCd）といわれています。

この範囲に指針がきた
ときが、充電終了の目
安の位置。

（注）充電中は、本機を運用
することはできません。

図 5 BC-1を用いた充電のしかた

（注 2）充電するように作られていない一般の乾電池や

アルカリ乾電池は、 絶対に充電しないでください。

充電しますとアゲスが発生し、破裂する危険があるは

かりでなく、故障の原因ともなります。

マイクの掛け方

図 6 付属品の取付
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｜固定で使用の場合｜
直流安定化電源 0013V.0.5A以上

アンテナ給電部の防水
は完全にしてください。

TR-2300背面パネル

黄①

赤（充電用）
赤線はヒ“二一ル
テープ等を巻い
ておく。
(DC出力回路に
はヒュ ズ等の
過電流保護回路
を入れてくださ

ラインフィルター
電源系からの各種雑

／音山ため、ライ
ンフィルターを作っ
て入れてください。

ラインフィルタ一回路

日画面碩司 図 7 接続方法

同軸ケーブルについて

ト一2smmー叫

外被をナイフ、カッタ一等で切り取るl編組線をきずっけないようにすること）
ト－ぺ12～13mm

同軸ケーフルは、トランシーハーの高周波出力を

アンテナへ、また外部信号をトランシーパーへ伝え

るためのものです。特に、 144MHz帯にもなりますと、

山

司
令
ン

せ
ハ
のす

時

、7
る

を

す

）

タ

付

す

ノ
ダ
ま

ハ
ン
円

に
ハ
な

分
て
く

部

部

す

の
一
や

こ
ん
ア

n，
ク
の
ヰ
カ
コ
ダ

同軸ケーフルの損失の影響が無視できなくなります。

ナイフ、カ yタ等 固定局で使用する場合、同軸ケーフソレの長さが長く
＼絶縁体を切ηとる

ーで （ニッパ一等で行うぶなりますので、損失の少ない（太い）同軸ケーブル

ナイフ、カッタ一等で編組線を切り取る／／’ mm  ／芯線をキズつける恐 （整ムインピーダンス50Qで8D2V、5D・2V等）をご
（ポリヱチレン絶縁体料わけないように） 2～ 3mm/ れ州ります） 口

、「「ン 使用ください。
霞露墨二匡吉三三三.－一一芯線

またアンテナ系は、 SWR（定在波比）1. 5以下のも

のを使用してくださ＼.'o なお、同軸ケ フルの長さ

ノ、ンダ付する、ハンダをよく流し込み、確実にとりつけること。
（熱しすぎて、絶縁体をとかさないようにして下さい。）

は、入／2×0.67（λ 波長、 0.67・同軸ケ ブルの短

縮率）の整数倍で使用するのが、同軸ケーフルのS

w Rが最良になる点ですので、なるべくこの長さで

お使いください。

カップリング

（先にケーブルを通しておいて下さい。方向性がありますヵ、ち注意して下さい。）

図 8 M型コネクターの取付け方
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・固定で使用する場合

① 電源は、内蔵電池または外部電源、を使用しますが、

固定局におし、ては、電池の消耗に気を使わなくてもす

む外部電源を使用することをおすすめしま寸。

外部電源との接続は、付属の電源コードを使用して、

図7のように接続します。なお、証源の容量は、DC13V、

0.5A以上必要です。（DC出力回路にはヒュ←ズ等の過

電流保護国路を入れてくださし、。

当社PS 6をごi宅用になる際は、 PS 6に付属されて

いるプラグ付DCコードのプラグを外し、回のように配

赤

（ヒニールテープを巻いておく）

（注）バッテリーチャージャー等は外部電源として使用

できません。

② 外部アンテナを使用する場合、付属のホイップアン

テナは縮めて、本体に押しこんだ状態で、背面の外部

アンテナ端子へ接続します（同軸ケーフルにM型コネ

クターの取付け方は図 8を参照くださし、）。

騒騒量塑墨彊

③ 7 イク・フ y ク金具の取付けは、同 6を参日召してく

fごさし、。

．モービルで運用する場合

コ〉 電源は、車のパソテリー(13.SV、DC）からとるわけで
すが、電源系からの各種雑音を防くために、本機とハ

ッテリー聞にラインブイノレターを作って入れてくださ

し、。

電源のとり方として，車のシガ ライターから図9

のように取り出「こともできます。

注，必ずノぐソテリ と本体との間にヒューズ（ 1 A) 

手入れてください。

② 半裁用アンテナとして、各同市販されておりますが、

アンテナに付属している取持説明書にfえって確実に取

fづけてください。

ラ
イ
ン

フ
ィ
ル
タ
ー
へ

(±) 胡 0
,51きぬく

fイタ一期信証言

図9 シガーライター用プラグのイ吏いかた

交信のしかた

本機を尖際に運用するだめの一般的な方法ごす。アン

テナ（ホイッブ、外部）、電源（内蔵、外部）の接続が正

しいか確認を行ないます。 R-145明Aツマミが 145の位置

になっているのを石存言Eした後、 POWER/VOLをONに

し、次の手JIIPで行なってください。（図10、図11考日召）ヨ

① メインツマミを回して各周波数をよくワッチ（注意

してその周波数を受信すること）し、使われていない

周波数を確認します。

② ニたに CALLスイッチを ONにします。 ONと同時に

145. 00MHzの受信状態になります。通常、 145.00 MHz 

が呼出周波数として使われておりますの℃、この周波

数で送信Lて、 CQ（不特定の通信相手を呼，；；＇）を出す

か、 CQを出している局を持Zします。

③相子局か見つかり、別の周波数（サブチャンネノレ）

に移るわけですが、①において確立、した使われてい

ないサフチャンネルですと，そのままCALLスイソチ

をOFFにすれば、その周波数にすみやかに移ることが

できます。

①ホイソプアンテナ
ホイップアンテナを使用する場合
は完全にのばしてくださいc
また外部アンテナを使用する場合
は完全に縮めます。

②時計方向に回してPOWERをON
にし、適当な音量の位置で止め
る。

③袈信号時のrザー」という雑音を
消したし、とき、蒋計方向にゆっ
く町田しスピーカーからの雑音
がなくなる所で止める。

メインツマミ、＋20kHzツマミを操作するニとに
より、交信している局を受信することができる。

CALLスイ yチ OFF

図10 受信のしかた
145の位置にする。
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点灯

図11 送信のしかた

SQUELCHツマミの使い方

受｛胃無信号時め「ザー」とし寸雑音を消したい場合は、

SQUELCH ヅ7 ミを時~I方向にゆっくり回し、スピーカ

ーからの雑音が無くなるところ（臨界点）に設定してくだ

さいっ，，・おこの設定は、信号の入コてこない周波数で行な

ってくださし、。このようにSQUELCHを調整しますと、

消費電流のもっとも少なし、（約45mA）受信待’受時の状態

となり、相手局の信号カ、人ってきたとさだけ音が聞こえ

ま寸。また［：｛号の強弱により、 SQUELCHツ7 ミを調整

し、聞きやすい点にぞ y 卜してください。

十 20kHzスイッチの使い方

メインツマミは25ステッブですめで、 145MHz帯を40

kHz間隔でガパ していますが、このスイソチ（こよりメ

インツ7 ミの位置による周波数を20kHz高くすることヵ、

で主ます。したがノてこのスイッチをON（旦）にします

とメインツマミによる周波数は表 1 ( 5ページ）の閣波

数になリ空すので注意してくだきい。

CALLスイッチの使い方

このスイソチをON(n）にしますと、メインツ？ 2、

十20kHzスイッチおよび‘R幽 145-Aツ7 ミがどのイ立置にあ

っても IIT出周波数（145. 00MHz）にすることができます3

別の周波数に移る場合はOFF(1ユ）にすれは、戻るよと

ができ、大変jみやかに呼：I：周波肢とその他の周波数（什

プチペンネノI.,）の移動かできます。

R-145・Aツマミの使い方

① 145位置ー・この岱需で145MHz帯の145.00-145. 98 

MHzを20kHz間隔て50チャンネノレの運用ができます。

② R 位置．，．．・7ォックスハンテイング等の、受信専用

チャンネルが必要な場合に使用します。この位置では

送信状態になリません。

10 

③ A位置ーー…クラブチャンネノレ等の、プライベートチ

ャンネルヵ、必要な場令に使肩します。

RおよびA位置の周波数明設については 5項（11べー

ジ）を参照してください。

u下j本機ではPLLシンセサイザを使用している関係上、
①A u Xチャンネル（ RおよびA）に水品発振子
を人れていない状態でこの位置にした場合

②メインツ7 ミ （25ch.）が各チャンネルステ yプ

間にある場合

③P L L回路か万故障した坊命

等により PL L回路のロソクがはずれますと、保護

回併が動作して送受信回路への局発信号が停止し、

送受信がで、きなくな 1）ま10 

しかしこの場合、大人力信号カ、受信されることヵ、

ありま寸が、これは局発信号のもれによるものであ

り、異状ではありません。

ランプスイッチの使い方

メインツマミの周波数表示および十20kHz表示用の切

替スイソチで、特に受信待受l時（スケルチがONの時）の

消費電流を減少させるために有効に使用ください。

フンプスイッチ
セッデイング位置

ランプの点灯 受f言待受時消費電流

ート20kHz

時OFF DIAL 
。消費電流が一番少なく

囲二コ 約45mA

十20kHz 間＋~rOFF DIAL 

「困ゴ
約52mA(45+7)

押す

十20kHz 閉すzOFF DIAL 約85mA(45+7十33)

仁土[I] I 押す

図 12 ランプスイッチの使い方



こ：・；主君主

周波数の増設、調整を行なう前に次の事項にご注意〈

fゴさL、。

①増設周波数は144.00～ 146.00MHzのアマチュアバン

ド内で1墨.；~二とカずできます。

② JARL制定の＂ V.UHF帯使用区分。に従って、増設

周波数を選んでください。

周波数の増設

RおよびAの周波数の増設（水品発振子の装着）は次

のように行ないます。

I.ケースの取りはずし方

セット下側ケースのネシ 4本（ド、横各2;,j~ ）を取り

はずします（上側ケースははずす必要がありません）。

2.増設水晶発振子の発振周波数の求め方

希望する周波数で運用する場合には、まず次の計算式

によって増設水品発振子司波数を決めます。

f 13.26 jf ：希望周波数 MH引 ; 
fo ＝－－－－－－－－－－；，一一（MHz) / ~ .... ＂ニてでごニご T .. ) 

j 1 f。：求める発振周波数 MHz < 

（例） £ = 145. 75MHzを運用したいとき

145.75 13.26 ι二 3 ヰ44.1633(MHz) 

となり、 44.1633MHzの水品売摂子を所定のノド品ソケット

に装着することになります（図13参照）。

水品発振子はHC25/u型で、 3rdオバ ト ンのも

のを使用します。

なお発振回路は15頁の凶路図より指定してください。

145. DOM Hz 用水晶および
調整用トリマ TC5

円チャンネル水晶ソケッ卜
および調撃用トリマ TC3

Aチャンネル水晶ソケット

および調整用トリマ TC4

増設周波数の調整

増設周波数の調整（土、水晶発J辰fを装着したときに正

しく会わせてくなさし、。また正確に行なうために、！副波

数カウンターをご使用ください。

I.周波数カウンターを使用する場合

図13を参照しながら正しく行なってください。

準備するもの・外部電源（内蔵電池を使用しても

よし、）

・問；定数カウンタ ( 150 MHz程度

まで測定できるもの）

・調整用絶縁ドライパー

セント下側のRX、シンセユニット（ X 55-1220・00)

のLR端子に周波数カウンターを接続します。

右手ツ7 ミ、スイソチを次のようにセ y トします。

CALLスイソチ OFF （旦）

R-145-Aツマミ RまたはAの装着するチャンネル

次に水品発援子を装着し、カウンターに表われた周波

数が、f 10. 7(MHz）になるように、トリ 7 ( R •TC3 、

A→ TC4）を回して剖繋します。

2.周波数カウンターのない場合

Aチャンネルは相手局の受信周波数が合っている場合

に、白局の送信電波を受信してもらい、最も明僚に聞こえ

るように（あるいは相手局のセンターメーターの指示か

＠ 
圏直il ⑨ 

←L円端子へ接続

図 13 水晶ソケット、トリマの位置と
周波数カウンターの接続方法

11 



ほぼOになるように）、トリマー（TC4）を調整すること

で、ほほ正しい周波数に合わせることができます。 Rは

受信専用チャンネルですので、相手局の信号が最も明僚

に聞こえるようにトリ 7 (TC3）を調整してください。

144MHz 144.100 144.200 145 000 

JARL 144MHz帯使用区分

2m帯のVHFでは、下図のようにJARL （日本アマチ

ュア無線連盟）の推奨ノミント使用区分か決められていま

す。

昭和53年 1月 1日から実施
145. 500 145. 600 145. 825 146MHz 

IJARLピーコンlIFM呼出周波数｜｜移動用呼出周波数
」

通 AM  

i言
SSB 

SSTV 

方 A 9 

式
RTTY 

cw 

帯域幅
2 kHz 6 kHz以下
以下

十商 主月通 主遠通
と面f言 と~§ 

要
し反な し
て射ど て離信

TR-2300をよ I）有効にご利用いただくために、次のよ

うなアクセサリーが用意されています。

1. ニッカド電池ノ〈ック＂ PB-15砂

ニッカト電池ノマック、＇ PB15η は、300回以上の充放電

ができますので、普通の乾電池と比較して非常に経済的

であリ、 TR-2300の性能をフルにひき出してくれます。

2.充電器情BC-1"

れPB-15＂用の充電器（チャージャー）です。

3Pコネクタ 付ですから、コネクターを挿入するだけ

で簡単に充電することができます。

3. TR-2300用ソフトケース＂ SC-2"

TR 2300用に設計された、移動に便利なソフトケース

です。

4. ヘリカルアンテナホRA-1"

；－，＇入ヘリカル型アンテナ。移動用に最適。

5.固定局用直流安定化電源、PS-6"

スピ カーを内蔵した直流安定化電源です。出力端子

のショートおよび過大電流からセソトを守る保護団路を

内蔵しておけます。

12 

FM 
FM  

特定 ア

周波数
て7

チ
(SSTV) 145. 520 全電波型式 三工

145.540 ア
145. 560 ｛暫

(RTTY) 145. 580 星

(CW) 145. 600 

16kHz以下 40kHz以下

モ専 衛星に対応

ビ する方式で

ル用 運用する

第 1送信機 第 2送信機

発射可能な電波の 電波の型式 F3 電波の型式

型式・周波数の範

囲 144MHz帯 MHz帯

変調の方式 リアクタンス変調

終 名称個数 2 SC2329×1 × 
E生
管 電圧入力 12.5V3.0W V w 

送信空中線の型式

その他工事設計
電波法第 3章に規定する条件に合

致している。

0本機により、アマチュア無線局を申請する場合は、市

販の申請書に上記事項をまちがし冶なく記載の上、申請

してください。

O本機は、 JARL登録機種ですから、送信機系統図の欄

に登録番号を記載することにより、送信機系統図を省

略することができます。



DI陸軍面温墨
運用にあたってのご注意

最近アマチュア局の運用、特に都会地の人家密集地帯

等での運用が、時としてテレビ、ラジオ、ステレオ等に

対する電波障害を生じ、社会的問題となる場合が見受け

られます。もちろんア？チュア局側にすべての責任があ

る訳ではなく、機器メーカーといたしましでも、スプリ

アス等の不要輔射の発射を極力減らし、質の良い電波の

発射ができるように、念入りに調整、検査を行って出荷

しております。もし運用中、上記の電波障害を生じた場

合には、次の事項にご注意を願って対処され、正しく楽

しい運用をされるようお願いいたします。

アマチュア局は、自局の発射する電波がテレビ、ラジ

オ、ステレオ等の受信や再生に障害を与えたり障害を受

けている旨の連絡を受けた場合には、電波法令（運用規

則 258条）に従って、直ちに電波の発射を中止し、障害

の程度、有無を確認してください。

障害が自局の電波によるものであると確認きれた場合

には、次のような方法で、送信側の原因か受信側の原因

かの見極めをつけてください。テレビ受信機、ステレオ、

ラジオ受信機にアマチュア局の電波が混入する原因とし

ては、次のものに大別できます。

①送信機からのスプリアス（特に高調波）等による

ものロ

② 送信機からの基本波によるもの。

①の場合には、テレビ受像機やFMチューナ一等では

特定のチャンネルや周波数てサ昆信を起こしますから、混

信するチャンネルや周波数が送信周波数と高調波関係に

あるかどうかチェックしてください。

このような場合には、テレビ受像機やFMチューナー

側で対策することが困難ですので、アマチュア局の発射

電波の高調波を、更に減らすようにしなければなりませ

ん（送信側での対策）。

②の場合には、テレビ受像機の全チャンネルや高調波

関係にないチャンネル等に混信を起こします。この場合

には、テレビ受像機やFMチューナ一等で基本波を除去

する対策をしないかぎり、アマチュア局恨ljで防止するこ

とは非常に難かしくなります（受信側での対策）。

以上の外、例えば受信アンテナの接触不良でY見変調を

生じたり（受信側の原因）、アースが不完全であったり

（送信側の原因）、ステレオアンプ等の場合、スピーカー

コードが長すぎて電波が混入したりするケースもあり

原因も種々ありますが、送信側の原因か受信側の原因か

を見極めることが重要となります。

原因の見極めをつけた状態で対策をとる訳ですが、原

因が送信側にあると考えられる場合、アンテナとのマッ

チングをよくとること、送信機の接地を完全にすること

などが有効です。

以上の外、送信機が明らかに異状動作（例えば、発振

等）をしている場合、寄生振動や高調波スプリアスの幅

射が増え、送信機からの障害も増えますので、このよう

な場合には、最寄りのトリオ通信機営業所、サービスに、

修理、調整を申しつけられますよう、お願いいたします。

受信側での原因による障害は、その対策は単に技術的

な問題に止まらず、近所での交際上もなかなか難しい場

合が見受けられます。 JARL（日本アマチュア無線連盟）

では、アマチュア局側の申し出により、その対策と障害

防止の相談を受けておりますので、 JARLの監査指導委

員または、 JARL事務局に申し出られると良い結果が得

られると思います。

また、 JARLではアマチュア局の電波障害対策の手引

として「TVI・ステレオ I対策ノート」を有料（ 1部50円

干60円）で配布しておりますから、事務局に申し込み〈

fごさし、。

日本におけるテレビ放送のチャンネル

・VHFTV周波数
チャンネル

帯域幅 映像周波数 音声搬送波
(MHz) (MHz) (MHz) 

1 90-96 91. 25 95.75 

2 96-102 97.25 101. 75 

3 102-108 103.25 107. 75 

4 170-176 171. 25 175.75 

5 176-182 177. 25 181.75 

6 182～188 183.25 187.75 

7 188-194 189.25 193.75 

8 192-198 193.25 197.75 

9 198-204 199.25 203.75 

10 204-210 205.25 209.75 

11 210～216 211. 25 215.75 

12 216-222 217.25 221. 75 

UHF TV周波数

470MHzから700MHzまでの6MHz間隔で50チャンネル

(470-476MHz＝第13チャンネル、764-770MHz＝第62チ

ャンネル）。
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TR圃 2300定格

（一般仕様〕

使用半導体数トランジスター・・・・22個

FE  T ・・・・・・・・・・・・・ 71固

I C ・ 一一..目・・・目白・ー7f固

ダイオード・・ ・・30個

周波数範囲 144.0-146.0MHz

使用温度範囲－20℃ー＋50℃

｛外部目・・ DC13.0V
基準使用電圧｛

（内部・①単3型ニソカド電池

(Ni Cd電池）×10本

②単3型乾電池× 9本

動作電圧範囲 DC9.6-16V 

接 地 方 式 7 イナス接地

空中線インピーダンス 50 Q 

消 費 電 流受信無信号待受時約45mA

(DC 13.0Vにて） 送信時 450mA以下

( 1 W50 Q負荷時）

寸 法（突起物を含む最大寸法）

重

[i主主 f言部〕

幅122(134）×高き51(52）× 

奥行175(198) mm 

量約1.2kg( 1Jl.し、 NiCd電池10本含むA

送信周波数 145MHz帯50チャンネノレ、

AUXくA>1チャンネノレ

③TRIO  
・トリオ株式会社

電波型式 F3

送信出力 lW

変 調 方 式リアクタンス変調（可変リアクタ

ンス周波数変調）

最大周波数偏移土 5kHz 

不 要 輯 射←60dB以下（高調波は 50dB以下）

使用マイクロホン 500 Qプレストークスイソチ付、

ダイナミ y クマイク

〔受信部〕

受信周波数 145MHz帯50チャンネノレ、

AUXくR><A> 2チャンネ lレ

電 f皮 型 式 F3

受 f言 方 式 ダブルスーパーヘテロタイン

中 間 周 波数第1IF 10.7MHz 

第 2I F 455 kHz 

受 f言 感 度 1 μV入力にてS/N30dB以上

20dB雑音抑圧感度 0.4μV以下

スケルチ感度 0.25μV以下

通 過帯域幅 14kHz以上（ 6 dBにて）

選 択 度 32kHz以下（－60dBにて）

低； 周 波 出 カ 0.7W以上 (10%歪、 SQ負荷時）

．ご注意定格は技荷開発に伴い変更になる場合があります。

お買い上げ後のサービスのご相談は、保証書に記載きれているもよりの各サービス窓口、また

は購入店をご利用ください。
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